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研究成果の概要（和文）：本研究計画においては.
(I) GSp(4)の岩澤理論, (II) Coleman変形族の岩澤理論, (III) CM体上やArtin表現の岩澤理論, (IV) 高階数の
Euler系の理論
などの研究を行なった. (I)では, GSp(4)のAdjoint表現のL関数の特殊値のp進的な性質で進展があった. (II)で
は, Coleman変形の formal modelとその応用を研究した. (III)では, CM体の上上のArtin表現のp進L関数の構成
や岩岩澤主予想の結果が得られた.  (IV)では, ガロワ変形の場合に階数1のEuler系と高階数のEuler系に関する
理論を確立した.  

研究成果の概要（英文）：With this grant, I executed the following projects
(I)Iwasawa theory for GSp(4), (II) Iwasawa theory for Coleman families, (III) Iwasawa theory for 
Artin representations over a CM field, (IV) Euler system theory for higher rank Galois 
representation. 
On the project (I), The research on the p-adic properties of the special values of Adjoint 
L-functions of GSp(4) has progressed. On the project (II), we studied the formal model of a Coleman 
family and we established a basic setting for a positive slope analogue of the Iwasawa theory for 
Hida deformtion. On the project (IV), we studied the higher rank Euler system and the rank one Euler
 system over a Galois deformation space. 

研究分野： 整数論, 数論幾何学

キーワード： 岩澤理論　肥田理論　Coleman編継続　p進L関数　Siegelモジュラー形式
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現代の整数論においてゼータ関数は最も重要な中心的研究対象であり、そのゼータ関数の研究において現在最も
有望で最も重要な理論である岩澤理論の研究に向き合っている。ガロワ表現の変形の一般化が大事だという視点
で切り込んでおり、その方向で理論に大きなインパクトがある現象を研究してきた。今回は特に保型L関数の理
論と岩澤理論を跨ぐ研究を行いいくつかの成果を得たことが特筆すべき点である。今後, 岩澤理論の領域と保型
L関数の理論の領域の研究をより密接に関連させてこの分野の研究が活発になっていくことが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
申請者は, 肥田や Mazur によるガロア表現の変形と岩澤理論を融合させて, 今までの理論を含
む自然な一般化を発展させることを目指して研究を進めてきた. 岩澤理論と変形理論の融合案
は, Greenberg 氏が 90 年代初めのシアトルにおける国際研究集会で発表し, 集会の報告集の中
の査読無しの論文で提唱されていた. しかしながら, その後ほとんどその方向性での仕事がな
されないまま, 停滞したり忘れ去られていた. おそらく, 一般の変形空間に対して通用する道具
が確立されておらず技術的に難しかったのが, 長らく進展がなかった大きな理由であったと思
われる. 申請者は, 有理数体上の GL(2)の ordinary な肥田変形に狙いを定めて, 困難を少しず
つ克服しながら, 変形空間の岩澤理論の最初の例を築いた. GL(2)の ordinary な肥田変形にお
いて岩澤主予想を部分的に解決し, 新しい数学的現象をかなり明確に理解するに至ったのが本
研究計画開始当初の背景である.  
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は, 保型 L 函数の分野での最近の研究成果を取り入れて, 岩澤理論の一般化で 
重要な役割を演じる p 進 L 函数の構成の研究に進歩をもたらすことである. 1960 年代から 1970
年代の初めにかけて, 久保田-Leopoldt, Mazur, 岩澤, Coleman, Manin, Vishik, Amice-Vélu, 
Mazur らによって代数群 GL(1)や GL(2)の保型表現に対して p 進 L 函数が構成された. 様々な
別構成や岩澤主予想との結びつきの研究など活発な進展があった. 
しかしながら, この 40 年はそれに続くさらに高階数の代数群の保型表現の p 進 L 函数の構成 
には本質的な進歩がなかった. 一方で, この数年の間に, 保型 L 函数の研究では, 近年, 高階数
の代数群の保型表現の場合にも多くの進歩が得られた. それらの最近の研究成果を p 進 L 函数 
に応用することで, GL(2)以外の高階数の保型表現に対する肥田変形に対して p 進 L 函数を構成
することや岩澤主予想を目指すこと, あるいはそれらにつながる研究を進展させることが本研
究の目的であった.  
 
 
３．研究の方法 
 
特に次の計画に取り組んだ. 
(I)高階数で多変数の Euler 系と p進 L関数の関係の一般論の整備  
(II) GSp(4)の adjoint L 関数の特殊値に関する研究 
(III) GSp(4)の sninor L 関数の特殊値に関係する Euler 系の構成の探求 
2018 年度には, 本研究のテーマと密接に関連した国際研究集会をメキシコの BIRS-CMO にてオ
ーガナイザーとして開催した. この研究集会を通してこれらのテーマに関する現状を掘り起こ
して研究プランを進展させることができた.  
(I)に関しては, 特に高階数の Euler 系の専門家である Kazim Buyukboduk 氏とガロワ表現の変
形空間の岩澤理論の専門家である研究代表者との共同研究を行うことによって一般論の整備と
その応用を追求する方法をとった。(II)と(III)に関しては, GSp(4)に関する保形表現論とモチ
ーフ理論の研究に詳しい Francesco Lemma 氏と研究代表者の岩澤理論的な知見を総合して取り
組んだ.  
 
 
４．研究成果 
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